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聴覚情報処理障害（APD : Auditory Processing Disorder）とは、聴力は正常であるが、音声の聞き取り
にくさを訴える症状を指す。児童の場合、教室における雑音下での音声聴取困難が学習のつまずきの要因
になるとも考えられ、早期に APD症状のスクリーニングを行い、精査を行い、教育的支援を行う必要が
ある。今回、雑音下の音声聴取をスクリーニングできる日本語版 DTT（Digit Triplet Test）検査をWEB
上に作成し、児童に適用したので、その結果を報告する。

DTTは、スピーチノイズを背景に、3つの数字が 0．6m秒間隔で再生される提示音を聴取し、任意の端
末で回答する。提示音は左右がランダムで提示され、正答率を 50％となる SN比が、左右別に求められ
る。最初は SN比 0dBから始まり、4dB/2dB/1dBと 50％明瞭度近傍になるに従い、SN比の変化量を自
動的に細かく調整し、50％了解度が得られる SN比が求められる。
松山市内 A小学校の小学校 3～6年生の児童に二次元バーコード（図 4）を配布し、家庭にて本検査を
実施していただいた。実験に参加したのは、児童 20名であった。
右耳／左耳の平均値・標準偏差は、－4．9dB・SD 2．9dB/－5．35dB・SD 2．9dBであり、左右差に有意
差はなく、年齢との相関はなかった（図 1）。検査終了までの所要平均時間は、4分 6秒であり、年齢との
相関はなく、最長でも 5分 00秒で課題を終了できた（図 2）。
－2SDは 右耳 0．89dB、左耳 0．46dBであり、0dB以上の結果となった場合は、雑音下での音声聴

取に困難がある児童として、抽出できるのではないかと考えた。
今回、3つの数字を正しい順番で回答できた場合を正解とした。数字の短期記憶を必要とするので、短

期記憶困難や注意欠陥を取り込む可能性はある。また、コロナ禍により、教室での一斉実施がきなかった
ため、実施条件（イヤホンの性能など）や実施時の周囲の環境音など統制が取れていないため、SDが大
きくなってしまった可能性がある。今後、学校の設備品の同一イヤホンにて、かつ静寂な教室にて一斉に
本検査ができれば、雑音下での音声聴取を早期に発見できるスクリーニング検査として利用できる可能性
があると考える。
なお、データの収集と集計にご助力いただいた島根県立松江ろう学校の菖蒲奈津美教諭に謝辞を述べた

い。
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